
あ
た
っ

て
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
が
、
昭
和
六
年
に
は
ト

レ
ド
ー
市
、

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
か
ら
も
開
催
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
正
木
は
政
府
（
文
部
省
）
と
協
議
の
上
、
米
国
と
わ
が
国
の
美
術

界
と
の
掛
け
橋
で
あ
る
岡
倉
天
心
ゆ
か
り
の
日
本
美
術
院
の
横
山
大
観
を
米
国

に
派
遣
し
よ
う
と
し
た
が
、
大
観
に
支
障
が
生
じ
た
の
で
、
大
観
の
推
薦
に
よ

っ
て
天
心
の
弟
で
あ
る
岡
倉
由
三
郎
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
本
校
講
師
と
し
て
公
務
で
出
張
す
る
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
た
の
は
正
木

の
政
治
的
配
慮
に
よ
る
も
の
で
、
岡
倉
天
心
記
念
銅
像
の
建
設
と
い
い
今
回
の

こ
の
措
置
と
い
い
、
退
官
を
控
え
た
正
木
の
、
日
本
美
術
院
と
官
設
展
お
よ
び

本
校
と
の
融
合
を
図
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
示
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
な
お
、

後
述
(
6
0
8
頁
参
照
）
の
よ
う
に
岡
倉
由
三
郎
の
渡
米
は
下
村
観
山
筆
「
天
心
岡
倉

先
生
」
草
稿
が
本
校
へ
寄
贈
さ
れ
る
―
つ
の
契
機
と
な
っ
た
。

⑩

日
本
版
画
協
会
設
立
と
本
校
版
画
科
設
置
運
動

日
本
の
近
代
版
画
発
展
の
基
盤
と
な
っ
た
日
本
創
作
版
画
協
会
が
大
正
八
年

に
創
立
し
、
本
校
に
版
画
科
を
設
置
す
る
こ
と
を
活
動
目
標
に
掲
げ
た
こ
と
は

既
に
本
書
第
二
巻

(786
頁
）
に
記
し
た
が
、
そ
の
後
版
画
を
試
み
る
人
が
増

え
、
関
心
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
版
画
科
設
置
問
題
も
次
第
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

覧
会
を
見
て
美
校
に
版
画
科
設
置
を
熱
望
す
」
（
大
正
十
一
年
二
月
十
七
、
十
八
、

二
十
日
『
読
売
新
聞
』）
な
ど
を
読
む
と
そ
の
熱
意
の
程
が
窺
わ
れ
る
。

昭
和
二
年
、
第
八
回
帝
展
の
第
二
部
（
洋
画
）
に
初
め
て
版
画
の
出
品
が
受

理
さ
れ
て
官
設
展
で
も
版
画
家
の
活
躍
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
の
版
画
出
品

者
は
間
部
時
雄
、
寺
崎
武
男
、
諏
訪
兼
紀
、
恩
地
孝
四
郎
、
前
川
千
帆
、
吉
田

プ
し
て
来
た
。
特
に
山
本
鼎
は
こ
れ
を
強
力
に
提
唱
し
た
一
人
で
、
「
版
画
展 二

の
で
あ
っ
た
。
第
一
回
展
は
同
年
九
月
に
開
催
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん

博
、
織
田
一
磨
、
永
瀬
義
郎
、
亀
井
藤
兵
衛
、
野
村
俊
彦
、
渡
辺
光
徳
ら
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
気
運
に
促
さ
れ
て
か
、
本
校
内
で
も
翌
一―
一
年
春
に
校
友
会
文

芸
部
臨
時
部
の
一
っ
と
し
て
版
画
部
（
椎
ノ
木
社
）
が
生
ま
れ
、
彫
刻
科
、
西

洋
画
科
の
生
徒
数
名
が
和
田
季
雄
、
鈴
川
信
一
ら
の
指
母
の
下
に
毎
学
期
一
回

の
小
展
覧
会
を
開
く
よ
う
に
な
っ
た
。
部
員
の

三
木
凱
歌
が
『
東
京
美
術
学
校

校
友
会
月
報
』
第
二
十
八
巻
第
三
号
に
寄
せ
た
活
動
報
告
の
中
に
「
営
校
に
西

洋
蓋
科
の
副
科
と
し
て
、
版
聾
部
設
置
の
論
が
起
つ
て
居
る
折
柄
、
自
分
等
は

そ
の
さ
き
が
け
と
な
る
べ
く
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
記
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
る
と
、
昭
和
四
年
七
月
頃
に
は
校
内
に
も
版
画
教
育
開
始
の
兆
し
が
見

え
始
め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
翌
五
年
春
に
は
本
校
教
授
岡
田
三
郎
助
を

は
じ
め
、
大
久
保
作
次
郎
、
織
田

一
磨
、
小
出
楢
重
、
田
辺
至
、
寺
崎
武
男
、

中
村
研
一
、
間
部
時
雄
、
渡
辺
光
徳
ら
が
同
人
と
な
っ
て
洋
風
版
画
会
を
起
こ

し
、
五
月
に
第
一
回
展
を
開
い
た
。
ま
た
、
同
年
秋
に
は
留
学
以
後
盛
ん
に
工

ッ
チ
ン
グ
の
研
究
、
制
作
を
試
み
て
い
た
田
辺
至
が
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会

月
報
』
第
二
十
九
巻
第
五
号
に
「
エ
ッ
チ
ン
グ
の
技
法
」
と
題
す
る
詳
細
な
論

文
を
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
気
運
を
一

陪
盛
り
上
げ
た
こ
と
と
思
わ

れ
る
。

昭
和
六
年
一
月
八
日
に
は
日
本
版
画
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
同
会
は
日
本
創

作
版
画
協
会
、
洋
風
版
画
会
そ
の
他
が
合
併
し
て
成
立
し
た
も
の
で
、
会
長
は

岡
田
三
郎
助
、
常
務
委
員
に
恩
地
孝
四
郎
、
硲
伊
之
助
、
田
辺
至
、
前

川

千

帆
、
平
塚
運
一

、
山
本
鼎
、
清
宮
彬
が
就
任
し
た
。
そ
し
て
、
国
際
版
画
展
覧

会
の
開
催
、
定
期
的
版
画
展
覧
会
の
開
催
、
学
芸
的
版
画
の
研
究
お
よ
び
東
京

美
術
学
校
に
版
画
科
を
新
設
す
る
運
動
を
起
こ
す
こ
と
を
活
動
目
標
に
定
め
た
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（
昭
和
六
十
一
年
五
月
二
十
一
日
談
話
筆
記
）
お
よ
び
提
供
資
料
に
よ
る
。

し
く
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

月
十
三
日
付
書
簡
）
と
増
田
三
男
氏
（
昭
和
九
年
工
芸
科
彫
金
部
卒
）
の
回
想

荒
木
敬
蔵
氏
（
昭
和
八
年
金
工
科
彫
金
部
卒
）
の
回
想
（
昭
和
六
十
一
年
七

⑪
 

本
校
の
校
友
会
版
画
部
は
こ
の
年
の
四
月
二
十
七
日
に
石
井
鶴
一―
一
を
招
い
て

木
版
画
技
法
に
関
す
る
講
演
会
（
要
旨
は
月
報
第
三
十
巻
第
五
号
所
載
）
を
開
き
、

ま
た
、
摺
師
を
招
い
て
実
演
を
見
学
す
る
な
ど
し
た
。
翌
七
年
七
月
十
六
、
十

七
日
に
は
講
堂
前
廊
下
で
第
十
四
回
版
画
部
展
覧
会
を
開
催
。
水
船
六
洲
ほ
か

十
二
名
の
作
品
と
織
田
一
磨
、
前
川
千
帆
、
石
井
鶴
三
の
特
別
出
品
お
よ
び
和

田
季
雄
の
フ
ラ
ン
ス
版
画
の
出
品
を
並
べ
て
展
示
し
、
恩
地
孝
四
郎
を
招
い
て

批
評
会
を
開
い
た
。
次
い
で
同
八
年
二
月
六
、
七
日
に
は
同
じ
場
所
で
現
代
創

作
版
画
展
を
開
催
。
部
員
た
ち
の
奔
走
に
よ
り
石
井
鶴
三
、
永
瀬
義
郎
、
清
水

孝
一

、
畦
地
梅
太
郎
、
恩
地
孝
四
郎
、
長
谷
川
多
都
子
、
織
田
一
磨
、
硲
伊
之

助
、
安
井
曽
太
郎
、
梅
原
龍
一―一郎
、
川
上
澄
生
、
藤
森
静
雄
、
前
川
千
帆
、
川

西
英
、
平
塚
運
一

、
逸
見
享
、
深
沢
索
一
の
作
品
を
陳
列
し、

森
田
亀
之
助
は

ェ
ビ
ナ
ー
ル
の
版
画
の
本
を
特
別
出
品
し
た
。
部
員
の
佐
伯
留
守
夫
の
報
告

（
月
報
第
三
十
一
巻
第
七
号
所
載
）
に
は
「
此
の
種
の
如
き
展
覧
會
は
校
内
に
於
て

未
だ
嘗
て
試
み
得
ざ
り
し
も
の
故
一
般
観
覧
者
に
多
大
の
照
嘆
を
興
へ
非
常
な

賞
讚
を
博
し
た
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
本
校
内
外
の
気
運
の
向
上
は
、
昭
和
八
年
の
臨
時
版
画
教
室

開
設
の
大
き
な
推
進
力
と
な
っ
た
。

4

こ
。
f
 

昭
和
初
期
の
彫
金
科

間
を
と
っ
て
個
人
指
導
を
い
た
だ
き
、
先
生
の
お
話
を
伺
う
こ
と
で
、
両
先

入
学
当
初
一
、
二
年
に
は
専
攻
の
実
技
実
習
の
外
に
造
形
芸
術
の
基
礎
教

旋
と
し
て
、
デ
ッ
サ
ン
、
日
本
画
、
彫
塑
の
実
技
、
講
義
と
し
て
、
東
洋

・

西
洋
美
術
史
、
建
築
、
工
芸
史
金
工
製
作
法
、
正
木
校
長
の
修
身
（
美
術
講

話
）
等
々
を
学
ん
だ
。

専
攻
の
実
技
は
教
蓑
科
目
受
講
の
合
間
で
随
時
金
工
室
で
行
な
わ
れ
た
。

教
室
は
特
に
学
年
別
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

一
、
二
の
特
別
研
究
室
を
除

き
、

一
室
共
同
使
用
で
先
輩
の
実
習
作
業
を
見
学
し
な
が
ら
眼
と
耳
と
手
を

通
し
て
賑
や
か
に
勉
強
し
た
。

実
技
内
容
は
、
当
初
は
先
輩
の
態
を
参
考
に
製
作
り
。
助
手
の
宮
坂
福
太

郎
さ
ん
（
御
老
人
）
の
懇
切
な
指
導
が
思
い
出
さ
れ
る
。
次
に
彫
金
。
雷

文
、
鱗
文
、
青
海
波
、
雲
文
等
の
毛
彫
り
、
う
す
肉
彫
、
銀
平
象
嵌
で
、
手

本
に
よ
り
手
板
を
作
っ
た
。
技
が
進
み
、
学
年
が
上
る
に
従
っ
て
、
学
校
所

蔵
の
加
納
夏
雄
、
海
野
勝
眠
先
生
等
の
学
生
指
導
の
た
め
に
残
さ
れ
た
海
肉

彫
り
、
片
切
彫
り
等
の
手
板
の
貴
重
な
資
料
に
よ
る
模
刻
。
後
藤
家
歴
代
の

装
剣
小
道
具
の
手
本
を
た
っ
ぷ
り
時
間
を
か
け
て
模
刻
し
た
。

清
水
、
海
野
、
深
瀬
先
生
出
勤
の
日
に
は
、
全
学
生
が
夫
々
に
十
分
の
時

生
の
崇
高
な
芸
術
に
う
た
れ
、
そ
の
偉
大
さ
に
感
じ
入
っ
た
。
清
水
先
生
の

永
年
に
わ
た
る
緊
と
金
槌
に
よ
っ
て
鍛
え
ら
れ
た
大
き
な
握
り
こ
ぶ
し
で
、

冗
談
に
背
中
を
一
発
で

1
ん
と
叩
か
れ
る
「
愛
の
げ
ん
こ
っ
」
が
今
も
懐
か

彫
金
以
外、

鍛
金
教
室
、
鋳
造
、
漆
エ
教
室
へ
も
気
軽
に
出
入
し、

先
生

0
荒
木
敬
蔵
氏
書
簡
よ
り

授
業
内
容
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